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1 Research on Teacher’s Support Leading to Enrichment of Number Sense in Early 
Childhood: Focusing on Conceptual Subitizing in 5-year-olds

This study focused on conceptual subitizing, a cognitive process involving the rapid recognition of a number 
of objects by seeing the number pattern as individual parts and as a whole. This process is important to help chil-
dren in early childhood cultivate their number sense through various experiences and learn mathematics after 
graduation. However, details about conceptual subitizing have not been fully clarified. In this study, we analyzed 
conceptual subitizing in 5-year-olds by focusing on their reaction time. We confirmed that the ability to prompt-
ly perceive a small number of dots (1–3) was the basis of conceptual subitizing, and that this process was affected 
by the actual number of dots as well as by their combination. Conceptual subitizing can be enhanced through 
experiences in play, so we need to consider how teachers can improve children’s experiences and thus improve 
number sense.
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本論文は概念的サビタイジング（数の集合を「全体」や集合を構成する「部分」として瞬時に認識する過
程）に着目する。概念的サビタイジングは幼児期の多様な経験と就学後の学びとのつながりの観点か
ら重要であると考えられるが，その実態は十分に明らかにされていない。そこで５歳児の概念的サビ
タイジングの実態分析を行った結果，小さな数（１〜３）のサビタイジング（数学的プロセスを伴うこ
となく瞬時に個数を把握する過程）をもとにして概念的サビタイジングを行うプロセスの存在や，その
プロセスには数の大きさや組合せが影響する可能性が示された。概念的サビタイジングは遊びでの経
験を通して発達すると予想されるため，今後は遊びを通しての指導について検討する必要がある。
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幼児期の豊かな数感覚につながる経験と 
保育者の援助を考える

― 5 歳児の概念的サビタイジングの実態分析を通して―
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Ⅰ．問題と目的

近年，幼児期における数量や図形の認識につ
いての研究の中で，幼児は日常生活で自発的に
数量や図形に関することに興味・関心を向け，
関わっていることが指摘されている１）２）。国
内でも，幼児期の数量や図形に関する認識や保
育者の援助についての研究３）４）は行われてい
る。そして，幼児期に数量や図形に関わった経
験やそれを通して育まれた感覚が就学後の学
びにつながることも明らかとなっている５）６）。
Ginsburg ら７）が指摘するように，こうした研
究成果から幼児期の生活，特に遊びにおいて子
どもが数量や図形に関わったり保育者がそれを
支えたりすることは，発達的に適切であり重要
であるといえる。ここでいう数量や図形への関
わりとは，ワークシートやフラッシュカードな
どを指すのではない。幼児が遊びを通して数量
や図形に関わり，多様な経験を積み重ねていく
中でこそ数量や図形への感覚は育まれていくの
である。この度の幼稚園教育要領８），保育所保
育指針９），幼保連携型認定こども園教育・保育
要領 10）の改訂に伴って示された「幼児期の終
わりまでに育ってほしい姿」に「数量・図形，
文字等への関心・感覚」が挙げられたことは，
数量・図形への関心・感覚にとって幼児期の経
験や保育者による援助が重要であるとの認識が
反映されているといえる。しかし具体的にどの
ような経験が重要であり，どのような援助が必
要であるのかについては議論を深めていく余地
がある。

本論文では，幼小接続期の数に対する認識
に関わる「概念的サビタイジング（conceptual 
subitizing）」注１）11）に着目する。サビタイジン
グとは瞬時に個数を把握する知覚処理過程 12）

であり，サビタイジングによって保存概念を獲
得していない新生児でも小さな数の識別が可能
になるといわれている 13）。Clements14）は，サ
ビタイジングは数学的プロセスを伴わない単な
る知覚過程（以下，この知覚過程を「サビタイジ

ング」と呼ぶ）と，「数の集合を全体や集合を構
成する部分として瞬時に認識する過程」からな
ることを指摘し，後者は概念的サビタイジング
であるとした。Clements15）は概念的サビタイ
ジングに関する幼児の実態は示していなかった
ものの，本論文では，数の集合を「全体」や集
合を構成する「部分」として認識することは，
幼児期の豊かな数感覚や就学後の算数の学習の
観点から重要であると考える。

数の集合を「全体」や集合を構成する「部分」
として認識することが，なぜ幼児期の豊かな数
感覚につながるといえるのか。それは，幼児の
数についての経験の多くが計数や数詞の使用で
あることが推察されるからである注２）。数につ
いて多様に経験し，豊かな数感覚を育むという
観点では，計数だけでなく，幼児が「数のまと
まり」に着目するということについて，保育者
が一層意識を向けていく必要があるといえる。
また就学後の算数の学習の観点では，Fuson 16）

が数の集合を「全体」や「部分」として認識す
ることはたし算やひき算，かけ算，分数などの
学習に関連する数の合成・分解につながること
を指摘しているほか，小学校学習指導要領 17）

第２章各教科第３節算数の第１学年の内容「A 
数と計算」に「イ（ア）数のまとまりに着目し，
数の大きさの比べ方や数え方を考え，それらを
日常生活に生かすこと」（p.65）と明記されてい
ることから，「数のまとまり」を意識すること
は小学校低学年の学習内容での理解の素地とな
る見方や考え方として重要であるといえる。

概念的サビタイジングに関する幼児の実態が
示されていなかったことを受け，これまでに行
われた幼児の実態調査では，幼児期後半に概念
的サビタイジングの存在が確認されている 18）。
加えて，概念的サビタイジングは小さな数（３
または４まで）注３）のサビタイジングが前提に
なることが示唆された。

例えば，数５（図１右）を概念的サビタイジ
ングするには，数２と数３（図１左）をそれぞ
れサビタイジング可能である必要がある，とい
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うことである。これまでに明らかとなっている
実態や発達のプロセス，就学後の学びにつなが
る可能性を考えると，概念的サビタイジングは
生活や遊びの中で支えていくべきプロセスの一
つなのではないだろうか。このことは，幼児期
にすべての子どもたちに概念的サビタイジング
を獲得させることを意図しているのではない。
一人ひとりのペースは様々でも子どもたちが適
切なプロセスを経て発達できるように支えてい
くことが重要なのである。そこで，どのような
援助が必要であるかを検討するにあたっては，
発達のプロセスを示す必要がある。特に，サビ
タイジングが概念的サビタイジングの前提とな
ることを示すデータは不十分であるため，サビ
タイジングが前提となることを検証した上で，
概念的サビタイジングの発達のプロセスを示す
必要がある。また，概念的サビタイジングは幼
児期後半に獲得されること，就学後の算数の学
習との関わりが深いことを考慮し，本論文では
５歳児を対象とする。

５歳児の概念的サビタイジングの実態を明ら
かにするにあたって，①５歳児がサビタイジン
グ可能な数に基づいて概念的サビタイジングの
定義を整理しておくこと，②これまでのサビタ
イジング研究の方法を踏まえて本論文の方法を
検討しておくことが必要である。①について
は，先行研究によると５歳児がサビタイジング
可能な範囲は３19）もしくは４20）までと一致し
ない。しかし成人でも５21），５あるいは６22）と
いわれていることから，５歳児にとって５以上
の数については安定したサビタイジングは困難
であると考えられる。そこで，５歳児の概念的
サビタイジングは，サビタイジングと区別して

「５以上の数の集合を，全体や集合を構成する

部分として瞬時に認識する過程」と整理するこ
とができる。②については，心理学の分野を中
心に行われてきたサビタイジングに関する先行
研究において，サビタイジングがどのような能
力なのかを明らかにするため，視覚刺激（ドッ
ト）を入力して反応を観察するとともに反応時
間を計測し，誤答率の分析をする全体的な情報
処理アプローチがなされてきた。本論文におい
て概念的サビタイジングの実態を明らかにする
にあたっても，視覚刺激（ドット）に対して「全
体」や「部分」への意識を促すことに留意した
視覚刺激（ドット）の作成を行うことで，この
アプローチの適用が可能である。また乳幼児を
対象とした先行研究 23）24）でも同様のアプロー
チであり，対象児への負荷は低いと判断した。

以上のことを踏まえて本論文では，５歳児の
概念的サビタイジングはサビタイジングが前提
となることを検証し，どのようなプロセスを経
て概念的サビタイジングを発達させていくのか
を示すことを目的とする。そして，幼児期の豊
かな数感覚につながる経験やそれを支える保育
者の援助の検討に向けた示唆を得たい。

Ⅱ．方　法

１．対象児
A 大学附属幼稚園の５歳児 34 名（男児 16 名

／女児 18 名，平均年齢：６歳５ヶ月，年齢幅：５
歳 10 ヶ月〜６歳 10 ヶ月）である。

２．調査時期
2018 年２月上旬から中旬に４回に分けて実

施した。各対象児につき調査は１回のみであ
る。

３．倫理的配慮
本調査は A 大学附属学校園の倫理規程に基

づいて実施された。調査目的と内容，個別調査
の実施，ビデオ記録，匿名化した上での調査結
果の公表については園および保護者に説明し，
承諾を得ている。

図１　数５の概念的サビタイジング
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４．手続きと記録方法
調査は園内の保育室で個別に行う。調査者は

テーブルを介して対象児の正面に座る。テー
ブルの上には課題を表示する PC が置いてあ
る。調査者は PC 画面上にモデル用課題を表示
し「（画面を指しながら）今から順番に出てくる
黒い点がいくつあるかを言葉だけで，できるだ
け早く教えてくれるかな？」と尋ねる。対象児
が「できる」「する」という反応を示す場合には
そのまま課題を提示する。対象児が「できない」

「いや」という反応を示す場合には調査を行わ
ない。課題間には，対象児の注視を促すために
キャラクターが描かれた画面を表示する。課題
の提示順序は，ドットの数や配置の影響を受け
ないよう無規則な順序で提示する。対象児の解
答に対するフィードバックは行わない。

記録方法については，固定のビデオカメラで
PC 画面上の課題の切り替わりと幼児の様子（し
ぐさや発語など）を記録する。 

５．調査課題
（１）課題の種類

11 インチの PC 画面上に直径 15㎜の大きさ
のドットを等間隔に配置した課題（図２）を表
示し，ドットの数を瞬時に判断し解答させる。

異なる研究目的のための調査課題と合わせて
27 課題実施するが，本論文の研究目的のため
に実施した課題は１〜８個のドットを線形に配
置した 11 課題である。11 課題は，ドットを一
列に配置した５課題（以下【一列】と表記）と二
列に配置した６課題（以下【二列】と表記）で構
成される（図２参照）。
（２）課題の設定理由

ドットの配置に対する認識については，

Clements 25）によると一直線→長方形→規則的
な配置（三角形の配置など）→ランダムの順に難
しくなる。概念的サビタイジングには見え方に
よる影響，つまりドットの配置による影響が大
きいことが予想される。ドットが一直線に並べ
られた課題では「全体」や「部分」への意識を
促しにくく，概念的サビタイジングを促す課題
としては適切ではないと予想される。そこで，
長方形，規則的な配置が考えられるが，概念的
サビタイジングに関する実態についてのデータ
が十分でない中，概念的サビタイジングを促す
ことが予想される配置の中でも認識しやすい長
方形の配置を採用することとした。
【一列】の課題は，ドットの数（１〜５）に対

する反応がサビタイジングであるか否かを明ら
かにするために設定した。５歳児は５以上の安
定したサビタイジングが難しいと考える本論文
の立場からすると，ドットの数が５の【一列】
の課題は不要であるとも考えられるが，５歳児
がサビタイジング可能な範囲については諸説あ
ることを考慮して設定した。【二列】の課題は，
概念的サビタイジングによって瞬時の個数把握
が可能な状況下では，ドットの数が５以上の課
題で概念的サビタイジングを行っているのかど
うかを明らかにするための課題である。

６．分析方法
課題が提示されてから対象児が解答するまで

の反応時間（Reaction Time，以下 RT と表記）に
着目して分析を行う。各課題での RT をストッ
プウォッチで計測し，課題ごとの平均 RT を求
める。統計量を求める際には，統計分析ソフト
ウェア R（Rversion 3.3.3）を使用する。RT の測
定に加えて，誤答および調査時の幼児の様子

（しぐさや発語など）を記録する。

Ⅲ．結果と考察

１．全体的傾向にみる５歳児のサビタイジング
の実態
本節では，概念的サビタイジングの前提とな

図2　【一列】（左）と【二列】（右）の例
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ると考えられるサビタイジングの実態を明らか
にするため，課題１〜５での反応がサビタイジ
ングか否かを判別する。先行研究 26）27）では要
素数の増大に対して平均 RT の傾きが大きく増
加する傾向に着目してサビタイジングか否かを
示している。そこで本論文においても課題１〜
５について，ドット数の増大に伴う平均 RT の
増加を求め，要素数の増大に対して平均 RT が
大きく増加する傾向に着目してサビタイジング
か否かを判別することとする。

（１）結　果
各課題での平均 RT，標準偏差および誤答数

を表１，図３に示す。ドット数の増大に伴う平
均 RT の増加を求めると，課題１から課題２は
0.10 秒，課題２から課題３は 0.16 秒であった。
しかし，課題３から課題４は 0.31 秒と平均 RT
の増加が大きくなっている。よって，本調査の
対象となった５歳児は，おおむね数３までは安
定したサビタイジングが可能であるといえる。
ただし，課題２および３では誤答した幼児がそ
れぞれ１名いる。また，課題４，５に対する反
応については個人差が開きつつあり，４以上の

数もサビタイジング可能な幼児がいる可能性が
ある。つまり，本調査の対象となった５歳児の
サビタイジングについては，個人差があるとい
える。
（２）考　察

本調査の対象となった５歳児は，おおむね
数３までのサビタイジングが可能であること
が明らかとなった。この結果は，５歳児がサ
ビタイジング可能な範囲は３までとする Chi & 
Klarh 28）と一致する。そして，小さな数のサビ
タイジングが概念的サビタイジングの前提であ
ると考えるならば，本調査の対象となった５歳
児は，数１，２または３を部分集合とする課題
の概念的サビタイジングの前提を満たしている
と考えられる。しかし，誤答や課題４，５での
RT の個人差から，必ずしもサビタイジングが
可能な範囲が３までの数であるとは限らない。
そこで，概念的サビタイジングはサビタイジン
グが前提になると考えられることから，次節で
概念的サビタイジングの実態を明らかにするに
あたっては，一人ひとりのサビタイジングが可
能な範囲について留意する必要がある。

課題番号 1 2 3 4 5 5（4.1） 5（3.2） 6（4.2） 6（3.3） 7（4.3） 8（4.4）
M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD M SD

反応時間（秒） 0.87 0.14 0.88 0.18 1.04 0.22 1.43 0.79 2.42 1.55 2.52 1.29 2.25 1.01 3.22 1.54 1.65 0.84 4.15 2.34 4.15 1.27

表 1　各課題での平均RTと標準偏差

図 3　平均RT，標準偏差および誤答
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２．個別のデータにみる５歳児の概念的サビタ
イジングの実態
概念的サビタイジングによって瞬時の個数把

握が可能になることを想定した【二列】の RT
はばらつきが大きく，平均 RT から判断するこ
とは難しい。そこで，個別に RT の増加を求め，
各課題に対する反応がサビタイジングであるか
否かを判断する。筆者の知る限りでは RT を個
別に処理する先行研究は見当たらないため，基
準は次のように設定した。Chi&Klahr 29）によ
ると，５歳児がサビタイジングによって個数把
握するとき，要素数が１増えるごとに RT は 0.1
〜 0.2 秒までしか増加しないという。そこで本
論文では，ドットの数が１である課題１の RT
を基準にドットが一つ増えたときの RT の増加
を求め，0.2 秒までにとどまっている場合には
サビタイジングとする。

（１）結　果
個別のデータについて，すべての課題での RT

の増加を調べたところ，概念的サビタイジングに
よって瞬時の個数把握が可能になることを想定
した【二列】の６課題のうち，課題５（3.2）と３

（3.3）において概念的サビタイジングを行ってい
ると考えられる RT を示す幼児がいた。
① 課題５（3.2）の概念的サビタイジング

課題５（3.2）で概念的サビタイジングを行っ
ていると考えられる A 児の RT を図４に示す。

図４から，課題４の RT は課題３の RT より
0.35 秒増加しているため，A 児は課題４でサビ

タイジングを行っているとはいえない。しか
し，課題５での RT（1.03 秒）から課題５はサビ
タイジング可能であるかもしれない。（真偽を確
かめるには，試行回数を増やして検証する必要が
あるが）本調査の結果からは，A 児は４以上の
数の安定したサビタイジングが難しいことが予
想される。

A 児は４以上の数の安定したサビタイジン
グが難しいと考えられるにも拘らず，A 児が
サビタイジング可能な数「３」と「２」を部分
集合にもつ課題５（3.2）では課題３までのサビ
タイジングと同等のRTを示している。よって，
課題５（3.2）で概念的サビタイジングを行って
いる可能性があるといえる。A 児と同様の解釈
が可能な幼児がもう１名いたため，課題５（3.2）
で概念的サビタイジングを行っている可能性の
ある幼児は２名であった。
②課題６（3.3）の概念的サビタイジング

課題６（3.3）で概念的サビタイジングを行っ
ていると考えられる B 児の RT を図５に示す。

図５から，課題５の RT は課題４の RT より
0.50 秒増加しているため，B 児は課題５でサビ
タイジングを行っているとはいえず，５以上の
数の安定したサビタイジングは難しいと考えら
れる。B 児は，５以上の数の安定したサビタイ
ジングは難しいと考えられるにも拘らず，B 児
がサビタイジング可能な数「３」を部分集合に
もつ課題６（3.3）については，課題４までのサ
ビタイジングと同等の RT を示している。よっ

図 5　B児のRT

図 4　A児のRT
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て，課題６（3.3）で概念的サビタイジングを
行っている可能性があるといえる。他にも７名
の幼児が B 児と同様の解釈が可能であり，課
題６（3.3）で概念的サビタイジングを行ってい
る可能性のある幼児は８名いた。
③概念的サビタイジングに関連する幼児の姿

ここまでのように RT からは概念的サビタイ
ジングを行っているとはいえなかったが，概念
的サビタイジングに関連する幼児の姿があった。

〈部分的なカウンティング〉
C 児の RT を図６に示す。図６中の白抜き部

分は誤答を表す。

図６から，課題５の RT は課題４の RT より
1.91 秒増加しているため，C 児は課題５でサビ
タイジングを行っているとはいえず，５以上の
数の安定したサビタイジングは難しいと考えら
れる。しかし，数の集合に対して「全体」や集
合を構成する「部分」を意識している姿が確認
された。C 児はドットの数が５以上の課題に解
答する際に，首を振ってカウンティングしてい
たのである。カウンティングといっても，ドッ
トの数を全てカウンティングするのではなく部
分的にカウンティングしていた。

各課題での首の動きや発語を表２に示す。首
を１回振る動作を◯で表している（例えば，３回
首を振った場合は「◯◯◯」と表す）。課題５では，
ドットの数だけ首を振っており，ドットを１ず
つカウンティングしているようである。しかし
C 児がサビタイジング可能な「２」「３」「４」を

部分集合にもつ課題６（4.2），７（4.3），８（4.4）
では，ドットの数を全てカウンティングするの
ではなく，大きい方の部分集合のドットの数だ
けをカウンティングしている。また，首を振っ
た直後にドットの数を解答していたことから
も，小さい方の部分集合（２や３）に対しては
サビタイジングを行っている可能性がある。
RT からは概念的サビタイジングであるとはい
えないが，対象となる数の集合が大きくなるこ
とで，数の集合に対して「全体」や集合を構成
する「部分」を意識している姿であるといえる。

〈たし算の式への変換〉
D 児の RT を図７に示す。図７から，課題３

の RT は課題２の RT より 0.25 秒増加してい
るため，D 児は課題３でサビタイジングを行っ
ているとはいえず，３以上の数の安定したサビ
タイジングは難しいと考えられる。

ここで着目したいのは，D 児が【二列】の課

図 6　C児のRT

課題 幼児の様子
１ “１”
２ “２”
３ “３”
４ “４”
５ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯“５”

５（4.1） “６”→ 誤答
５（3.2） “５”
６（4.2） ◯ ◯ ◯ ◯“６”
６（3.3） “３”→ 誤答
７（4.3） ◯ ◯ ◯ ◯“７”
８（4.4） ◯ ◯ ◯ ◯“８”

表 2　C児：部分的なカウンティング

図 7　D児のRT

「保育学研究」第 57 巻第 1号　2019 年

12（●）

保育学研究_57_1号_2019_本文.indd   12 2019/08/01   9:21



1

題でドットの配置をたし算の式に置き換えてつ
ぶやく姿である。各課題での D 児の様子を表３
に示す。ドットの配置をたし算の式に変換して
解答するまでの過程を考えたとき，D 児の姿と
概念的サビタイジングとの関連が見えてくる。

一般的にたし算の式に変換して解答する過程
では，count all（例：課題５（3.2）について「１，
２，３，４，５」とドットの数をすべて数える），
count on（例：課題５（3.2）について「4, ５」と
大きい部分集合の続きからドットの数を数え上
げる），数の合成・分解の考えを式に表す（例：
課題 ５（3.2）について「３と２で５」とわかる）
という三つの方略が考えられる。課題５（4.1），
６（4.2），７（4.3），８（4.4）は式をつぶやいて
から解答するまでに時間を要しているために，
count all や count on の方略を使って数え直し
ている可能性がある。しかし課題５（3.2）と６

（3.3）については，解答するまでにたし算の式
に変換してつぶやくという過程を経ているた
め，概念的サビタイジングだといえる RT では
ないものの，数の合成・分解の考えを式に表す
方略を用いていることが予想される。ただし D
児は，安定してサビタイジング可能な数が２ま
でであることを考えると，例えば課題５（3.2）
について「３と２で５」ではなく「２と２と１
で５」と認識している可能性も考えられる。い
ずれにしても，数の合成・分解は概念的サビタ
イジングと関連しているとの指摘を踏まえる
と，D 児が【二列】の課題でドットの配置をた

し算の式に置き換えてつぶやく姿には，サビタ
イジング可能な数をもとにした概念的サビタイ
ジングが関連しているといえる。
（２）考　察

概念的サビタイジングによって瞬時の個数把
握が可能であると想定した課題での反応を個別
に分析した結果，RT から課題５（3.2），６（3.3）
で概念的サビタイジングを行っている可能性
が示された。また，調査時の様子から課題５

（3.2），６（4.2），７（4.3），８（4.4）で概念的サ
ビタイジングに関連すると考えられる幼児の姿
が見られた。中橋 30）が示唆したように，本論
文の対象となった５歳児についても，自分が可
能な範囲の数のサビタイジングをもとにして概
念的サビタイジングを行っていることや，概念
的サビタイジングにつながる見方を行っている
ことが明らかとなった。しかし B 児のように，
４までの数のサビタイジングが可能であって
も，４を部分集合にもつ集合の概念的サビタイ
ジングが可能であるとは限らないこと，一方で
D 児のように限りなく小さなユニットを用いて
概念的サビタイジングを行っている可能性のあ
ることが明らかとなったことから，サビタイジ
ングをもとにして概念的サビタイジングを行う
というプロセスには，部分集合となる数の大き
さや部分集合の組合せが深く関わっていること
が示唆された。

３．総合考察－幼児期の遊びにおける援助の検
討に向けて－
全体的傾向から，要素数が増加するにつれて

の個人差は予想されるものの，本調査の対象と
なった５歳児は，おおむね数３までのサビタイ
ジングが可能であることが明らかとなった。上
述の先行研究にあるように５歳児で３または４，
成人では５または６までとサビタイジング可能
な数は増えていることから，サビタイジングは
年齢とともに発達していく可能性がある。ただ
し，５歳児と６歳児の数についての発達を調査
した研究では，サビタイジングの後退が指摘さ

課題 幼児の様子
１ “１”
２ “２”
３ “３”
４ “４”
５ “５”

５（4.1） “４たす１は５”
５（3.2） “３たす２は５”
６（4.2） “４たす２は……６”
６（3.3） “３たす３は６”
７（4.3） “４たす３は７”
８（4.4） “４たす４は８”

表 3　D児：たし算による解答
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れており 31），それに対し Clements ら 32）はカウ
ンティングに偏った援助に原因があるのではな
いかと推測している。あくまでも推測にすぎな
いが，サビタイジングは概念的サビタイジング
の前提ともなる重要なプロセスであることを考
えると，保育者による「数のまとまり」を意識
した援助が大切であるといえる。特に，４より
大きい数への反応については個人差が予想され
るため，一人ひとりの幼児の発達に応じて「数
のまとまり」のサイズへの配慮が必要である。

概念的サビタイジングについては，個別の分
析によって，RT や調査時の様子から概念的サ
ビタイジングや関連する姿が示された。しかし
同時に，概念的サビタイジングの前提を満たし
ていても概念的サビタイジングを行わない幼児
の存在も示されたといえる。こうした結果から，
概念的サビタイジングがサビタイジングを前提
としているならば，サビタイジングをもとにし
て概念的サビタイジングを行うプロセスを可能
にする何らかの要因が存在すると考えられる。

本論文ではその要因を明らかにするには至ら
なかったが，「数のまとまりを対象に思考や操
作を行う」経験が深く関わっているのではない
かと考えている。平たくいえば，「数のまとま
りに働きかける」経験である。このように考え
る理由は次の通りである。瞬時の個数把握を
意味するサビタイジングでは，瞬時に数をまと
まりとして捉えているといえる。とすると，サ
ビタイジングをもとにして概念的サビタイジン
グを行うということは，言い換えれば，数のま
とまりと捉えた対象に働きかけることである。
よって，「数のまとまりに働きかける」経験が
関わっているのではないかと考えた。特に本
論文では，幼児期には遊びでの経験が重要であ
り，遊びの中で「数のまとまりに働きかける」
経験をすることは可能であると考える注４）。「数
のまとまりに働きかける」経験がサビタイジン
グをもとにして概念的サビタイジングを行うプ
ロセスに深く関わっているのかどうかは今後検
証する必要がある。しかしながら，Ginsburg

ら 33）が指摘するように，子どもが遊びの中で
こそ自発的に数学的な思考を働かせていること
を考えると，遊びの中で概念的サビタイジング
の発達をいかに支えていくのかを検討していく
ことが重要である。

Ⅳ．まとめと今後の課題

本論文において，サビタイジングをもとにし
て概念的サビタイジングを行うプロセスの存在
を検証したこと，そのプロセスには部分集合と
なる数の大きさや部分集合の組合せが深く関
わっていることが示唆されたことは，概念的サ
ビタイジングの発達を支える援助を検討してい
く上で意義があったといえる。

本論文のように①幼児の数に対する認識の発
達の実態を踏まえること，②適切な発達の過
程（就学後も含む）を意識すること，③遊びを
通して適切な発達に必要な経験をする方法を考
えることは，数量・図形に対する豊かな感覚を
育む保育の実現に向けて求められることなの
ではないかと考える。先述の３点は，Simon34）

や Clements ら 35） が 提 唱 す る Learning 
Trajectories 注５）に倣った考えであり，幼児の
興味・関心を重視した遊びでの多様な経験を通
して，数量や図形についての豊かな感覚を育て
ていく中でこそ重要である。今後は，引き続き
概念的サビタイジングの発達のプロセスを解明
するとともに，概念的サビタイジングに関連す
る遊びの事例収集を行い，保育者による援助の
方法を検討していきたい。

注
（注１）英語では“subitizing”と表記し，現在

形は“subitize”である。語源は「急に，すぐ
に」を意味するラテン語“subitus”（読み：
スービタス）であることから，「スービタイ
ズ」36）と訳される場合もあるが，本論文で
は国内の文献などに見られる「サビタイジン
グ」を用いた。「概念的サビタイジング」は
筆者による訳である。
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（注２）保育場面での幼児の数量行動は数え
ることや数詞の使用に関することが多いこ
と 37），計数に偏った指導の弊害 38）などが指
摘されている。

（注３）ここでの「小さな数（１〜３または４）」
とは，５歳児がサビタイジング可能な範囲と
いわれている数である 39）40）。

（注４）2017 年 11 月に A 大学附属幼稚園５歳
児の遊びの様子を筆者が観察した際（介入は
せず，ビデオカメラで記録した），女児２名が
ポリエチレン製の平テープをハサミで切り，
３色一組に束ねて三つ編みし，三つ編みした
ものを３本束ねてさらに三つ編みしたアクセ
サリーを作る遊びを楽しんでいた。こうした
幼児の遊びの様子から，「数のまとまりに働
きかける」経験をすることは可能であると考
えられる。

（注５）Simon41）はあくまでも数学教育の立場
から Learning Trajectories を「授業中に個々
の学習者がどのような道筋で思考を変化させ
ていくかについての教師の予測のことであ
る」（p.135）と定義している。しかしその根
底にある，教師が生徒の姿を踏まえて，学習
目標を意識し，適切な概念の発達を支えるこ
とが重要であるとする主張は，今の幼児教育
にとって参考になるものである。
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